




思春期相談に訪れる家族の数は日を追って増加しているが、次の 3点が、診断・治療を困

難にしている。 

1)患者本人への接近が難しいこと 

2)治療主体がはっきりと決められないこと 

3)相談機関を数ヶ所巡り歩いていることなどである。 

思春期の子どもたちは、電話相談などを通して自分の問題を自ら相談してくるものが多く

なる反面、他人に知られることを極度にきらうというより恐れているものも多い。子ども

に内緒で来所する親たちに“本人をつれてきてほしい"と言っても、そのことが一番大きな

問題であったり、時には、こんなところへ相談にきていることがわかったら殺されてしま

う、というような発言もある。 

なにかよい方法はないか、とあちこちの病院や相談所を巡っているが、本人をつれていく

という点で足が遠のいて他の機関をさがすという結果になるものがある。 


